
一般社団法人 にいがた北青年会議所 ２０１９年度 修練  

  ２０１９年度スローガン 

「LOVE&PEACE ～人を愛し、地域を愛し、手と手を取り合い共に未来へ～」 

３月７日長岡屋に於いて３月例会「やろてば！周年」を実施いたしました。 

 本年度、当青年会議所は創立３５周年を迎えます。周年事業に向け２５周年事業・３０周年事業を実施された先輩方

を講師としてお迎えし講演を頂きました。 

【講師】 

２００９年度理事長（２５周年） 水戸 康司 先輩 

２００９年度２５周年実行委員長（創豊２５委員会委員長） 阿部 淳一 先輩 

２００９年度創豊２５委員会副委員長 中山 卓也 先輩 

２００９年度意心伝心委員会委員長 佐藤  司  先輩 

２０１４年度理事長(３０周年) 善宝 晋場 先輩 

２０１４年度３０周年実行委員長（Ａｐｐｒｅｃｉａｔｉｏｎ委員会委員長） 笠原 庸輔 先輩 

２０１４年度Ａｐｐｒｅｃｉａｔｉｏｎ委員会副委員長  齋藤 勇介 君 

２０１４年度Ａｐｐｒｅｃｉａｔｉｏｎ委員会副委員長  三浦 祐介 君 

 

周年事業のテーマや内容はどのようなものだったのか、準備段階での苦労した点や注意点など 

記念式典当日の良かった点や注意すべきポイント、そして３５周年を迎える現役メンバーへ等をお話し頂き、貴重な体

験談を聞かせて頂きました。 

学んだ部分を活かし、３５周年成功に向かって邁進いたします！ 

２０１９年度３月例会 「やろてば！周年」 



福島潟ヨシ焼きへの参加 

３月２１日、毎年恒例の福島潟ヨシ焼きににいがた

北青年会議所から齋藤理事長含む７名で参加してき

ました。 

当日は、途中小雨が降る状況に途中で中止となりま

したが可能な限り火をくべてきました。 

新入会員バッジ授与 

３月７日、３月例会に於いて新入会員２名のバッジ授与が行われ新たな仲間がふえま

した。本年度会員拡大を担当している愛してる北区委員会主導のもと日々会員勧誘が

実を結んでいると実感できる瞬間でした。 

【写真 左：笹川拓矢君 右：五十嵐佑君】 

前日のお酒が抜けないご様子の三浦副理事長と有田

副理事長両名 

新潟市北区にある福島潟の春の風物詩「ヨシ焼き」

は古いヨシを焼くことで潟の陸地化や樹林化を防ぐ

など、環境保全のために近隣市町村、土地改良区、

漁業協同組合で作る福島潟環境保全対策推進協議会

が毎年行っているものです。 ヨシ焼きの跡では野鳥

が餌を探しにくるなどの光景も春を感じさせてくれ

る光景です。 

雨でヨシに火が付きにくい中、気合で火を付けた齋

藤理事長。満面の笑みです！ 


